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 「褒めること」と「叱ること」       副校長 池田 吉弘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
         
 
 
 
 
 

 

 

 

   
平成2７年２月２日 

練馬区立早宮小学校 

○放課後や休みの過ごし方について 

公園等の公共の施設や駐車場やマンション等の私

有地での遊び方について、学校で指導しています。

地域の中で誰もが気持ちよく過ごすことができるよ

うに、ご家族で話し合う機会をもってください。 

○年度末・年度初めの転出について  

 来年度の学級編成に関わり、今年度末(3月31日) 

までに転出予定のある御家庭は、担任または副校長 

までお知らせください。また現在、転出日が確定し 

ていない場合でも、予定がある旨をお知らせくださ 

い。学級数の確定に必要になります。  

健康で明るい子ども  よく考えて工夫する子ども  思いやりのある子ども 

 今週は節分、立春と続きますが、日本列島は昨年末から寒波や大雪に見舞われており、春はまだほ

ど遠い感じがします。空気が乾燥し、インフルエンザも猛威をふるっており、すでに多くの学校が学

級閉鎖・学校閉鎖をしている状況です。早宮小学校の子供たちにも、インフルエンザによる欠席が増

えてきています。うがい・手洗い・マスク等、予防と体調管理をよろしくお願いします。 
 天気のよい休み時間、私の近くで竹馬や一輪車で遊んでいる子供に「上手だね。」と、その頑張り

を褒めてあげると、どの子もニコニコして遊びに戻っていきます。子供たちは、身近な人から自分の

頑張りを褒めてもらう機会が少ないようです。おうちの方は、「もっとこうあってほしい！」といっ

た親心が先に立ち、どちらかというとできていない点ばかりを指摘しがちなのかもしれません。私自

身、褒められた記憶がほとんどありません。親になっても教師になっても、褒めるのは苦手でした。 
 決して短所がないわけではありませんが、そこを矯正しようとするだけでは、自分のよさを発揮し

て学校生活をはつらつと過ごすことはできません。自分のよさを自覚し、自信ややる気をもつことで、

短所を克服できると思います。 
 ところで、保護者の皆さんはお子さんのよい点をいくつ挙げられるでしょうか。そのことを言葉で

きちんと伝えているでしょうか。日常の子供たちの様子からは、比較的多くのご家庭で子供たちのよ

さを伸ばそうと接してくださっていることを感じています。年度末を迎えるこの時期に、一年間を振

り返りながら、ご家庭で再確認していただければと思います。 
 しかし、子育てには、社会的ルールや人との関わりに必要なマナー、思いやりなどをしっかり身に

付けさせる厳しさも必要です。子供のよさを認めることは大切ですが、ただ「よい子、よい子」だけ

ではなく、時には厳しく叱ったり、我慢させたりすることも必要です。子供は、悪いことや失敗を繰

り返しながら成長していきます。そのときに、大人としてどのように受け止めることができるかが重

要です。子供のよさを認めながら、困難を乗り越える強い精神力を身に付けさせることが大切です。

そのためには、子供の話だけでなく、きちんと話を聞き、大人として良いところは大いに褒め、悪い

ところはしっかり諭したり、我慢させたりして、毅然とした態度で臨むことが必要だと考えます。そ

のときの声のかけ方で、その後の子供の成長が変わってきます。 
 ごく当たり前のことかもしれませんが、子供を大切にするということは、子供の将来を見据えて「よ

いところはしっかり褒める。」「いけないことはしっかりと叱る。」ことが基本だと思います。 
 今年度も残り２ヶ月となりました。子供たちが「学校楽しい！」と言える学校づくりを続けます。 

健康・安全に気を付けよう  

  ・手洗い、うがいをしっかりする 

  ・早寝、早起きなど規則正しい生活をする 

  ・登下校の歩き方を考える 

風邪や体調不良で欠席したり、保健室で休養した 

りするお子さんが増えてきました。うがい・手洗い

の徹底や、睡眠・朝食の大切さ、朝体温を計ること

等を学校では指導しています。安全面では、ガード

レールの内側を歩く、信号を守る、横断歩道を渡る

などの指導もしています。寒い時期、また学年のま

とめの大切な時期、元気に過ごしてほしいと思いま

す。 
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縄跳び週間 
 １月１５日から２月６日まで縄跳び週間です。厳しい寒さの時期ではありますが、縄跳び運動に取

り組みながら寒さに負けない体力をつけようと、この時期に設定しています。 

 始まりの日の１５日には、体育朝会を行いました。運動委員会の子供たちが縄跳びの技を披露し、

全校児童で練習をしました。体育の時間だけではなく、休み時間、昼休みに校庭で練習に励む人たち

がいました。 

また、クラスで長縄遊びをしたり、ダブルダッチに挑戦したりするグループもいます。縄跳び運動

にもたくさんの種類があります。是非今後も取り組んでもらいたいです。 

 取り組み始めて２週間。「初めて二重跳びが跳べた」と技を披露してくれる子、「今年ははやぶさが

できたらいいな」と練習し続けている子、「あともう少しで初段になれるから、後ろあや跳びができる

ようにしなきゃ」と目標をもっている子、などそれぞれ自分のめあてに合わせて練習していました。

また、友達に数を数えてもらえたり、教えてもらえたりすることで、励みになって頑張っているよう

です。やはり友達の存在は大きいですね。 

 今週で縄跳び週間は終了します。「名人」に到達した人、「１級」を合格した人には認定証を渡す予

定です。それぞれ得意な技があると思いますが、合格するためには様々な技ができるように練習して

いくことが大切です。 

 体力は、学校だけでなくご家庭、習 

い事、放課後や休日の活動など、色々 

な取り組みによってはぐくまれます。 

「ちょっとしたときに」「楽しみなが 

ら」「続けられるように」を合い言葉 

に、今後も運動を続けてほしいと思い 

ます。 

 

  
例年、集会委員会が計画して行っている児童集会の一つに「得意技発表集会」があります。毎年恒例と

なっているのは、年度末に行う委員会活動をふり返る話合いの中で、「次年度も引き継いでほしい。」とい

う子供たちの声が続いているからです。前年度の思いを受けて実際の活動に結びつけていくというサイク

ルは、委員会活動としても大切なことだと考えます。 

今年度は、「年末年始 出てこい未来の大スターin早小」と称して、出演者・グループを募りました。そ

して、１２月１８日には４つ、そして１月２２日には５つの出演者・グループが発表してくれました。 

ピアノ伴奏＆歌、「もしカメ」けん玉、ピアノの独奏、けん玉＆ダンス、吹奏楽の演奏、お笑い、ウクレ

レ＆歌、そして再び吹奏楽の演奏と、たくさんの頑張りが披露されました。 

毎年のようにエントリーしてくれる子供もいます。かつては、「６年連続出演」という強者もいました。

早宮小学校の子供たちのやる気と、自分の頑張りを喜べる気持ちが本当に素敵だと思います。 



 
 
 
  
今年度も冬休み終了早々に各学年で書き初めに取り組みました。 
１・２年生は例年通り、各教室で硬筆に取り組みました。３年生以上は 

毛筆で臨みました。昨年度までは、各学級で書き初めの会を行いましたが、 
今年度は、学年全員で席書会として取り組みました。冬休み明け初日に、 
４年生が体育館に集まり取り組みました。また、５、６年生は金曜日に行い、３年生は土曜日に行いました。 
文字の中心を揃えることや上下左右のバランスをとることに気を付けながら書きました。子供たちは、

一画一画に全神経を集中させ、作品に挑んでいました。１枚書いては「ふうー。」と大きく息を吐きながら、

一人一人がこだわりをもって２～３点を書き上げていきました。仕上がった作品は、どれも気持ちのこも

った素晴らしい出来映えでした。文字と真剣に取り組む子供たちの姿を見ることができ嬉しい行事でした。 
今年は、１月１６日(金) ～ ２３日(金)までが校内書き初め展でした。学校公開日には、多くの保護者の

方に鑑賞していただくことができました。ありがとうございました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５年社会科見学 
１月２７日（火）、５年生は社会科見学に行きました。見学先は、向井千秋記念子ども科学館と富

士重工矢島工場です。 
 最初の見学先は、向井千秋記念子ども科学館でした。東京外環道 
や東北自動車道など、普段あまり見る機会のない景色を興奮した様 
子で眺めていました。向井千秋記念子ども科学館に着くと、子供たち 
は、科学館の方の話を真剣に聞いていました。科学館の方から向井 
千秋さんに関するクイズを出されていたので、子どもたちは向井さん 
の生い立ちに関する展示をじっくり見て、「宇宙飛行士になる前は心 
臓血管外科医だったんだ！」「２階にスキーのトロフィがあったよ。」 
と声をかけ合っていました。科学館には地下１階から３階まで、科学の楽しさに触れる体験コーナー

がたくさんありました。「ムーンウォーカー」というコーナーでは、

各クラスの代表の子が月と同じ重力を体験しました。月の上を歩い

ているような感覚は、日常的に体験することはできないので、見て

いる子供たちも「すごい！」という表情で見ていました。 
 午後は、富士重工矢島工場に行きました。事前に社会科で自動車 
工場の学習をしていたため、車の製造過程を見ながら、学んだこと 
を思い出していたようです。見学順路を進むに従って、ただの鉄の

板だったものが、工程を経て車のボディに変化したり、組み立て 
られたりして普段見かける自動車に変化していきました。教科書や資料集で見たことのある工程を目

の当たりにした子供たちは感動していました。「これが流れ作業か！」と学習したことを思い出した

り、ベルトコンベアーで流れている車体にある作業指示書を見つけ 
て、「本物だ！」と言ったりしている子もいました。また、資料に 
はあまり載っていない、工場で働く人たちの様子やその作業の速さ 
が印象に残った子供も多くいたようです。見学の後はホールに集ま 
り、工場で取り組んでいる環境を守るための取り組みや、富士重工 
とスバルの歴史や特徴について学びました。最後に展示会場で昔の 
スバル車種を見ることができました。社会科見学の翌日に書いた社 
会科見学新聞をみてみると、子供たちはこの社会科見学を通して、 
今までに知らなかったことも含めて様々なことを学び、考えたのだということがわかります。学習を

深める喜びをこれからも様々なところで感じ取ってほしいと思います。 

校内書き初め展 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜
日 

学  校 保護者の会他 
時   数 

1
年 

2
年 

3
年 

4
年 

5
年 

6
年 

２ 月 (全)安全指導  クラブ活動     SC河野先生  5 5 5 6 6 6 

３ 火 
 

 5 5 5 6 6 6 

４ 水 おひさまの会  5 5 5 5 5 5 

５ 木 音楽朝会  5 6 6 6 6 6 

６ 金 なわとび週間終 ４年二分の一成人式  5 5 6 6 6 6 

９ 月 （全）             SC河野先生  5 5 5 6 6 6 

10 火   5 5 5 6 6 6 

11 水 建国記念の日        

12 木 縦割り班活動 3年そろばん教室  5 6 6 6 6 6 

13 金 3年そろばん教室  5 5 6 6 6 6 

14 土 3年・5年親子の集い 委員会活動  3 3 3 3 4 4 

16 月 (全)掃除なし時程        SC河野先生  5 5 5 5 5 5 

17 火 新1年生保護者説明会 スクールガード理事会 4 4 5 6 6 6 

18 水 おひさまの会（１～４年）  4 4 4 4 4 4 

19 木 (児)掃除なし時程  5 6 6 6 6 6 

20 金   4 4 4 4 4 4 

23 月 （全）クラブ活動 3年クラブ見学 SC河野先生  5 5 6 6 6 6 

24 火 
 

 5 5 5 6 6 6 

25 水   5 5 5 5 5 5 

26 木 クラブ発表集会 保護者会高  5 6 6 6 5 5 

27 金 ６年生を送る会 掃除なし時程  5 5 6 6 6 6 

※（全）全校朝会（児）児童集会  

※今月の避難訓練は、予告なしで行います。 

代表委員会 募金 
 
 
 
 
１月２８日（水）、２９日（木）、３０（金）に「東日本大震災義援金」の募金活動を行いました。

代表委員の児童が、各クラスを回り、募金の呼びかけをしました。大変多くの方にご協力をいただき

ました。大切なお金を募金していただきまして、本当にありがとうございます。今回の募金活動で集

まったお金は、合計７２９３２円です。このお金は、東日本大震災義援金として、日本赤十字社に送

りました。 

募金で集まったお金は、支援物資の購入や住宅被害にあった方々のために使われます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

東日本大震災義援金募金 


